
• 問題横断的なSASモデルの学習 (Funayama+’23)[2]

• 採点基準（キーフレーズ）を活⽤した問題横断的なモデルの学習により、性能を維持したまままモ
デルの学習に要するデータ数を半減（=低コストでのモデル構築)

⾔葉は様々な⼈とのやり取りを⾏う際の媒体となるが、その⼀⽅で

⾔葉は抽象的な記号でもあるので、世界との直接的な関わりを遮断してしまうこと。

• 教育現場では、国語の読解や理科の記述問題などを中⼼に短⽂記述式問題が広く扱われている
• 実⽤上の期待を受けながらも、短⽂記述式答案の⾃動採点（SAS）に関する研究は少ない

• データセットの⽋如が最⼤の要因
• 初の⽇本語SASデータセットを提供 (Mizumoto+’19)[1]（2020年7⽉から学術利⽤に限り提供開始）
• 採点項⽬ごとの項⽬点や得点の根拠を⽰す根拠箇所が付与されたSASデータセットは世界初
• 計29問（97 採点項⽬）、各問ごとに500~2000答案を有する世界最⼤規模のSASデータセット
データ例 (問題、採点基準、答案）

採点基準 （⼀部抜粋、要約）
傍線部(1)「こうした〜築いてきた」とあるが、それはどういうことか。70字以内で説明せよ。
問題

⾔葉は他社との意思疎通を可能にする媒体であることが書けている…6点A
B
C

答案

A 根拠箇所 （6点）

B 根拠箇所 （3点） C 根拠箇所 （6点）
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キーフレーズ
と採点済み答案

モデル ① Pre-finetune ② Finetune

問題横断的な
データ

• Short-cut learningの抑制 (Asazuma+’23)[3]

•モデルが得点予測に⽤いた答案の特徴量と採点基準を⽐較することで、superficial cueによるshort-cut 
learningを抑制する⼿法を構築
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採点基準

再学習

項⽬点と根拠箇所がアノテートされている唯⼀のSASデータセット

• 他にも、根拠箇所の活⽤ (Takano+’22; Sato+’22; Wang+’21), 少量データでの⾃動採点 (⽻賀らʼ23) など  

⾔語には個別の経験を抽象化する作⽤があることが書けている…3点
世界との⼀体感が失われるということが書けている…6点


